保育内容「環境」における自然との触れ合いの必要性：学生の自然とかかわる体験を通して by 香﨑 智郁代
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Necessity of contact with nature in the “environment” of childcare:  























































































































 (1) 対 象 
 保育内容「環境」の授業を受講している学生31名 
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